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子どもも教職員もいきいきと 

チャレンジできる学校とは 
～対話とリフレクションによる校内研修の改革～



1 求められる力と授業改善　

今日のお話

2 教師の成長とリフレクション

3 校内研修の改革

4 教師の幸せ



1 求められる力と授業改善



環境 汚染と気候変動

経済 貧富の格差の広がり

社会 紛争の増大と難民の急増



GDP（国内総生産）の推移

平成元年(1989)

●You Tube2005

●Facebook2004

●Twitter2006

●Instagram2010

●iPhone2007

世界経済の大変化

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020198519801975

●Apple 1976

●Macintosh 1984

●Microsoft 1981

●Windows95 1995

●Google1998

●Yahoo 1995

●Amazon 1994

アメリカ 

合衆国

中国

日本

197019651960

ドイツ

イギリス

韓国

インド
●トヨタ自動車 1937

●日産自動車 1933

●パナソニック 1918

●ソニー 1946

●本田技研工業 1948
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激変する社会



コンテンツベースの学習
領域固有の内容(content)中心

何を知っているか？

コンピテンシーベースの学習

汎用性の高い資質・能力(compitency)中心

どのような問題解決を現に成し遂げるか？

＋



力を合わせないと複雑な問題解決はできない

どんな人と一緒に仕事をしたいですか？



認知的スキル
知識・思考・経験を 

獲得する心的能力

社会情動的スキル 

（非認知的スキル）

経済協力開発機構編著『社会情動的スキル』（明石書店）

感情の 

コントロール
・自尊心 

・楽観性 

・自信

他者との協働
・社交性 

・敬意 

・思いやり

目標達成 ・忍耐力 

・自己制御 

・目標への情熱



明治時代の学校



教師は教える

児童生徒は教えてもらう



できる児童生徒が発言する



「従来の授業＋ICT」ではなく 

ICTを使って授業改善を行う



振り返り

教師が教える授業 子どもが学びとる授業

知識・技能

知識・技能 テスト

めあて
リアルで必然性のある課題 

協働して解決できる課題

学びに向かう力 

人間性の涵養

知識・技能

思考力・判断力・表現力

対話

自分の考えを 

外に出した 

相互作用

内容知（学習内容） 

方法知（学習方法）

他者の尊重

タブレットは 

どこで使おうか？

教師

子ども 子ども

挙手指名

教師による説明

知識・技能

子ども

形成的評価



2 教師の成長とリフレクション



経験を重ねると教師は成長するか？



教師の成長の問題点



 明日は 

 社会科の授業だ 

 よーし 

 しっかり発問を 

 考えておこう！ 



 ちゃんと  授業が成立して  いるぞ！



 さて  明日の授業の準備だ！  おれって  けっこう  がんばっているなあ 





資質と 

能力
教師の資質・能力の層構成

外からの 

観察・評価

能力 

資質

　A　勤務校での問題解決と課題達成の技能 易 

難

　B　教科指導・生徒指導の知識・技術

　C　学級・学校マネジメントの知識・技術

　D　子ども・保護者・同僚との対人関係力

　E　授業観・子ども観・教育観の錬磨

　F　教職自己成長に向けた探究心

教師の資質・能力の層構成

今津孝次郎著「教師が育つ条件」〔岩波新書）



 今日の授業は 

 どうだったの 

 だろう？

自分の授業から学ぶ



リフレクション（省察）
Reflection



①学校や授業においてある行為を行った際に

②自分の行為に関する関心、不安や懸案事項をもとに  
　実践経験を振り返り

③そこで行為の非合理な面や不安な感情をもたらす  
　原因に気づき

④それ以外の行為を取る可能性を拡大して、吟味し

⑤新しい選択肢を選んで次の行為を起こす、という  
　一連の手続きによる「変化を促す振り返り」を指す。

F・コルトハーヘン(1998) 文：武田信子「教師のためのリフレクション入門」

リフレクション（省察）



教師自身が受け身になっていないか？ 

「教えてもらう」



教師は学んだことを 

実践しながら成長する



これからの教師の役割

教える専門家

佐藤学著『専門家として教師を育てる　教師教育改革のグランドデザイン』（岩波書店）

学びの専門家



子どもに求められる力は

教師にも求められる



3 校内研修の改革



熊本市立尾ノ上小学校の校内研修



タブレットカフェ（月に１回：自由参加）

若手教員が講師となり 

アプリの使い方を紹介

お菓子を食べながら楽しく



自分の授業を改善するというプロジェクト学習

自分の日常の授業の 

問題は何か？ 

（課題）

問題を解決するために 

何にどう取り組むか？ 

（見通し）

算数チーム

特別支援チーム

国語チーム

理科チーム

熊本市立尾ノ上小学校 年間数名の研究授業では一人一人の授業は変わらない



自分の授業改善の明確化

教科グループに分かれて 授業の課題と改善策を考える

授業の課題と 授業の改善案の発表

夏休みの１日研修



研究授業



良かった点と改善点の記入



授業者は意見を把握



良かった点と改善点の共有



改善点を中心に少人数による対話



改善点の具体案についての全体での意見交換



振り返り 

授業に大切なことは何か？（概念化） 

自分自身の授業をどう改善するか？



自分自身の授業の方法を振り返る



一人一人の授業改善の視点を全体で共有する



従来の授業研究会

1、授業者の自評 

2、質疑応答 

3、意見交換 

（挙手指名型） 

（ワークショップ型） 

4、助言

課題 

研究授業のみの議論になって 

参加者の授業改善につながらない 

助言者に依存していないか？

1、授業者の自評 

2、タブレットで一斉に記入 

　（良かった点と改善点） 

3、対話による改善のアイディア

4、対話によるポイントの概念化 

5、対話による自分の授業の改善点 

6、全体の振り返り（学んだこと）

尾ノ上小学校の授業研究会



　尾ノ上小学校で社会を教える下城幸秀先生は還暦を過ぎるまで、

「チョーク1本で授業はできる。そんな信念を貫いてきた」。だが

周囲が次々に機器を使いこなす中で「観念」し、支援員らに教わっ

て21年度からアプリを使うようになった。 

　小学5年生の「自動車」の授業で、児童たちがタブレット端末を

使って自動車の歴史、海外の自動車事情といった情報をどんどん引

き出し、発表資料を作る姿に感動した。1カ月ほどして単元を振り

返るテストでは、高得点の答案用紙ばかり。「45分、ずっとしゃ

べりながらやってきた授業はなんだったんだ、と言いたくなる」 

　職員室でタブレットを操作していると、「下城先生も変わりまし

たね」と同僚から冷やかされる。
朝日新聞（2022年4月7日）九州版



熊本市立五福小学校の校内研修



対話を重視した学習形態



対話を重視した学習形態



学校教育目標を具現化するための校内研修



カリキュラム・マネジメント 

各学校が、 

学校の教育目標をよりよく達成するために 

組織としてカリキュラムを創り、動かし、変

えていく、組織的かつ発展的な、課題解決の

営みである。

田村知子先生（大阪教育大学）2018年12月の講演より



単元構想

問題：○○

○○

○学年　単元名『○○』

知識・技能 ○○

思考・判断・表

現
○○

主体的に学習に 

取り組む態度
○○

学習活動 ○○

学習評価 ○○

身につけたい資質・能力

指導方法 ○○

指導体制 ○○
○○？

○○？

○○？

問題の解決

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○○○

○○



総合的な学習の時間のカリキュラム改善



総合的な学習の時間のカリキュラム改善



総合的な学習の時間のカリキュラム改善



教職員が協働的に学び合う



子どもの学びと 

教師の学びが 

相似形

対話と 

リフレクション 

協働と探究



4 教師の幸せ



思い

つながり

ストレッチ リフレクション

エンジョイメント

批判にオープン

未来に向けて 

内省

挑戦的な課題

足場をつくる

仕事の中に意味を見いだす

自分が他者に役立つ

他者との関係を築く

松尾睦『職場が生きる人が育つ「経験学習」入門』（ダイヤモンド社）



前田康裕著『まんがで知る教師の学び3』（さくら社）



























教職員の協働による問題解決学習

対話 省察

前田康裕著『まんがで知る未来への学び２』（さくら社）



幸せの四つの因子 

1「やってみよう！」 
　　自分の得意なことを伸ばす楽しみ 

2「ありがとう！」 
　　つながり・愛情・感謝・親切 

3「なんとかなる！」 
　　前向きと楽観 

4「あなたらしく！」 
　　人の目を気にしない自分を作る

前野隆司『幸せのメカニズム」　実践・幸福学入門』（講談社現代新書）






